
学校目標　「ふるさと古座川を愛し、心豊かにたくましく生きる児童の育成」 

令和の日本型学校教育 

朝夕は肌寒く感じる日があるなど、一気に秋(冬？)の深まりを感じます。

ご家庭においても、体調管理に十分お気をつけ下さい。学校では、今月末

の学習発表会に向けて、子どもたちの準備・練習が進んでいます。 

 
さて、これからの教育を表す言葉に「令和の日本型学校教育」がありま

す。このタイトルには、古い日本型教育（例えば、画一化された学習内容

や知識偏重など）からの脱却が込められていると思われます。中心キーワ

ードの一つが「個別最適化」です。これは、みんなと同じことができるこ

とを目指すのではなく、個に応じた可能性を伸ばすことを目指します。こ

のことは、小規模校の本校にとっては、以前から取り組んでいることであ

り、最も大切にしなければならないことだと考えています。 

 
もう一つのキーワードが「協働的な学び」です。同級生が少ない本校にとっては、これをいかに充実させるかが大き

な課題です。そこで、縦割り班で他者と話し合って活動したり、全校が協力して一つのものを作り上げたりしています。

途中では、うまくいかないことに苦しみながらも、みんなの声で再び立ち上がることを経験してほしいと思っています。

そして、みんなの努力の結晶の一つが、今度の学習発表会で披露されることを願っています。 

 
ところで、かつて発表された「AI が進歩しても残る職業」の一つに「教師」があります。本当だろうか。昨今の AI

教材やネット動画などの進歩はめざましく、学校さえ必要ないと感じてしまいます。しかし、子ども一人ひとりの気持

ちを理解することや、みんなと協力するには、実際に会って、向き合わなければできません。学校が生き残る道は、苦

しみや喜びを子ども達と一緒に感じ、協働することの大切さを教えることだと思っています。 
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校外学習 (１０月４日) 
　この地方の文化や伝統に触れるため、学級ごとにそれぞれの施設を訪問しました。 

◎１･２年生は、切符を買って電車に乗ることから始まり、勝浦漁港やいざかた通りのお店を訪問し、イ

ンタビューをしました。お買い物も上手にできました。 

◎３･４年生は、土砂災害啓発センターで、水害に関する模型を使った実験などをした後、熊野那智大社

を見学し、買い物調べをしました。 

◎５･６年生は、熊野那智大社の後、

神倉神社まで登りました。後日、

民芸品への絵付け体験もしました。

いずれの施設でも丁寧に対応して

いただき、いい経験となりました。

            
 
　１日(水) 登校指導、身体測定 

　２日（木） 小中合同避難訓練 

    ６日(月) 体つくり運動

 大学院生実習(～ 17  )

    ７日(火) 県警音楽鑑賞

  １４日(火) 内科検診

  １６日(木) 研究授業(３･４年)

  １９日(日) 町秋祭り(明神小中)

２５日(土) 小中合同学習発表会 

２８日(火) 命の授業

連合運動会 (１０月１７日) 
　町内３小学校の連合運動会が開催されました。親
しい中にも、緊張感を感じました。本校の４名とも、
これまでの練習の成果を発揮しようと、より速く、
より高く、より遠くを
目指して競技を頑張り
ました。みんなの応援
などもあって、心地よ
い半日となりました。

授業参観・健康教室 (10月5日) 
　親子バレー対決では、どちらのコートも接戦となり、
盛り上がりました。親子とも、負けられない真剣さが
伝わってきました。 

　また、その後の歯に関す
る健康教室及び学級懇談に
も参加いただきありがとう
ございました。 


